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地域重点政策ユニット

日本遺産「炭鉄港」を活用した交流人口
拡大プロジェクト

・日本遺産認定から、PR資材の整備やガイドの

育成、地元への周知活動によるシビックプラ

イドの醸成などを行うことで、知名度向上は

もとより、協力事業者の拡大など、着実に推

進体制を充実させてきた。

・これらの資産を活かし、様々な主体と連携し

ながらプレミアム旅行商品の造成や関連商品・

サービスの開発などインバウンドも見据えた

稼ぎの仕組みに磨きをかける。

・スルーガイドの育成をはじめとした、地域の

プレイヤー育成を継続し、交流人口の拡大と

雇用の創出を図る。

●プレミアム旅行商品の造成など具体に稼ぐ仕組

み作り

・旅行事業者と連携したプレミアム旅行商品等の造成

・学生をはじめ、多様な価値観を取り入れた商品開発

・教育旅行の誘致など安定的な人流の確保

●地域のﾌﾟﾚｲﾔｰを育成し、活躍の場、雇用の創出

・ｽﾙｰｶﾞｲﾄﾞの養成など、ﾌﾟﾚﾐｱﾑ旅行商品等のｶﾞｲﾄﾞを担える

人材の育成

・造成した商品を民間主導で継続販売していく体制の整備

・取組を持続可能とするため、商品開発やPR活動における

企業や大学等との連携

地域重点政策ユニット

農林水産業の持続的発展・
ブランド化推進プロジェクト

・後志地域は、米、野菜、果樹、畜産など地域の

特色を活かした農業、ｶﾗﾏﾂを主体とした森林資

源の循環利用に向けた林業・木材産業、ｻｹ、ﾎｯ

ｹ、ｳﾆ、ﾅﾏｺなど多彩な水産物が水揚げされる水

産業が基幹産業となっているが、後継者不足や

高齢化、所得の減少が進んでいる。

・そのため、担い手の確保や収益性の向上に向け

た取組を推進し、農林水産業の持続的発展を図

る。

・ﾜｲﾝをはじめとする豊富で良質な１次産品を活用

した商品開発や情報発信などにより、高付加価

値化やブランド化を促進していく。

●高品質で収益性の高い農産物の栽培及び

ＩＣＴを活用した省力化技術の普及

・さつまいもなどの高収益作物の導入推進

・ICTを活用した省力化技術の普及

・鳥獣被害防止対策の推進

●道内一の収穫量を誇る醸造用ぶどうを活かした

ﾜｲﾅﾘｰの集積とﾜｲﾝ製造におけるｶｰﾎﾞﾝﾆｭｰﾄﾗﾙの

取組の普及促進

・栽培・醸造・マーケティング等の技術の向上

・ﾜｲﾝ製造におけるカーボンニュートラルに係る取組内容の

調査・研究及び各ワイナリーへの普及促進

●水産資源の持続的利用や新たな増養殖の推進

・トラウトサーモンなど新たな養殖の推進

・漁港施設の有効活用等による海業の取組の推進

・付加価値向上に向けた取組の推進

・コウナゴなど適切な資源管理の推進

・トドなどの海獣による漁業被害防止対策の推進

・藻場保全などブルーカーボンに関する取組の推進

・密漁防止対策の推進

●全道屈指の強度を持つ「ようていｶﾗﾏﾂ」の振興

・地域の特性に応じた森林づくりの推進

・地材地消の推進

・「ようていカラマツ」としてのブランド化の推進

・鳥獣被害防止策の推進

●多様な農林水産業の担い手の育成・確保

・担い手の育成・確保

●多彩な一次産品や特産品の地元利用と道内外へ

の販路拡大

・特産品の発掘・磨き上げ

・安全・安心を基礎とした「食」のブランド力の向上

・「ようていカラマツ」としてのブランド化の推進

・地元食材のレストランでの利用促進など産消協働の推進

・官民協働による国内外でのプロモーションの展開

≪推進エリア≫

後志・空知・石狩・胆振地域

≪推進エリア≫

後志地域
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地域重点政策ユニット

地域資源を活用した持続可能な観光地域
づくりプロジェクト

・後志地域では、歴史的な建造物や景観がある小

樽や、パウダースノーやサイクリング、ラフテ

ィングなどのアクティビティが豊富なニセコエ

リアに、国内外から多くの観光客が訪れる本道

を代表する観光エリアとなっている。

・一方で、観光客の季節偏在や地域偏在が課題と

なっており、観光の通年化や広域化に向けた取

組を地域の関係機関と連携し進める必要がある。

・新型コロナウイルス感染症に伴う行動制限が解

除されて以降の旅行者の消費動向の変化に対応

しながら、自然景観や地域の文化の組み合わせ

によるアドベンチャートラベルや、ワインをは

じめとする多様な食資源を活かしたツーリズム

の推進など、後志地域ならではの優れた地域資

源を活用し、旅行者の滞在期間の延長や観光の

通年化、広域化を図り、持続可能な観光地域づ

くりを推進する。

●後志地域の自然景観や食資源を活用した広域

観光の推進

・農業・漁業体験など一次産業や食品加工業をはじめとす

る二次産業と観光事業者との連携による「食」を活かし

た魅力ある観光地づくり

・自然景観や食などの地域資源を活用した広域観光の推進

●ｳｨﾝﾀｰｽﾎﾟｰﾂをはじめｻｲｸﾘﾝｸﾞ、ﾗﾌﾃｨﾝｸﾞなどの

ｱｸﾃｨﾋﾞﾃｨや地域の文化等の組み合わせによる

ｱﾄﾞﾍﾞﾝﾁｬｰﾄﾗﾍﾞﾙの推進

・インバウンド受入体制の充実

・官民協働による国内外でのプロモーション展開

・自然・景観の保全と活用による質の高いコンテンツの

提供（ニセコ山系ロングトレイルなど）

●地域の稼ぐ力を引き出す管内のDMOとの連携

・北後志地域やﾆｾｺ地域を核とした周辺地域への広域化や

観光消費の拡大

･DMOとの連携による効果的なプロモーションや情報発信

●新たな交通ネットワークを広域的に活用するため

の連携した取組の推進

・宿泊地（ハブ）と周辺の地域（サテライト）が連携し

多彩な魅力ある観光資源を活用した通年型・滞在型観

の推進

・シーニックバイウェイ北海道の推進

・地域交通ネットワークの充実・確保

・広域観光の推進（再掲）

・インバウンド受入体制の充実

・自然・景観の保全と活用による質の高いｺﾝﾃﾝﾂの提供

●地域の観光ビジネスで活躍できる国際感覚やコミ

ュニケーション能力を備えた人材の育成

・インバウンド受入体制の充実

・商品造成や観光誘客プロモーションができる人材の育成

≪推進エリア≫

後志地域
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地域重点政策ユニット

多様性を尊重し誰もが安心安全に暮らせる
地域づくりプロジェクト

・人口減少や人手不足が課題となっている管内に

おいて、労働者の通年雇用化や学生を含む若年

者に対する地元企業の魅力発信等を通じて、人

材の流出を抑制し、地域経済の発展につなげる

ほか、移住・定住施策と一体となった取組等に

よりUIJターンを促進し、人材を誘致する。

・また、年間を通じて多くの外国人が滞在する環

境を活かし、グローバルな視点で地域の活性化

や持続的発展に貢献するグローカル人材の育成

や、多文化共生社会の実現に資する取組を推進

する。

・地域公共交通においては、利用促進や運転手の

確保など、地域交通ネットワークの確保に向け

た取組を進める。

・防災対策及び医療・福祉施策については、地

域の特性を踏まえた施策を推進し、地域に暮

らす人たちが安全安心に暮らせる環境づくり

を行う。

・さらに、行政と民間等との連携による脱炭素

の取組が各地域で展開しつつある現状に鑑み、

特に、再生エネルギーの活用や森林づくり、

地域住民等のカーボンニュートラルに対する

更なる意識醸成など、環境と調和した地域づ

くりを進める。

●冬季に偏在する労働者の通年雇用化、学生と

地元企業のﾏｯﾁﾝｸﾞ支援や学生に対する情報提供を

通じた地元定着の促進

・無料職業紹介所の開設による就業相談の実施

・若年者に向けた地元企業説明会等の開催

●市町村と連携し、移住定住施策と一体となった

人材誘致

・移住フェアなど後志をPRする場へのブースの出展等

・SNS等による情報発信

●国際感覚やｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ能力を備えたｸﾞﾛｰｶﾙ人材

の育成、多文化共生の推進

・多文化共生に向けた多様な主体の交流機会や外国語実践

機会等の創出

・ShiriBeshi留学などを通じたグローカル人材の育成

・市町村と連携した多文化共生の場の提供

●地域公共交通ネットワークの維持支援

・市町村や事業者と連携したﾊﾞｽ運転手確保の取組の実施

・公共交通利用促進のための広報活動

●地域の特性を踏まえた防災対策の推進

・関係機関の連携による防災体制の強化

・地域住民等を対象とした原子力防災に係る地域学習会の

開催

●安全かつ安心に暮らせる医療・福祉体制の整備

・地域に必要な医療提供体制確保の推進

・安心して子どもを生み育てることができる環境づくり

・高齢者がいつまでも健康で暮らすための環境づくり

・障がいのある人が暮らしやすい地域づくり

●地域住民等のｶｰﾎﾞﾝﾆｭｰﾄﾗﾙに対する意識醸成

・地域住民等を対象とした出前講座などの啓発活動の実施

≪推進エリア≫

後志地域


